
 

【Ⅱ 調査結果の概要】 
 

１ 概 況 

 

２０２０年の概況は次のとおりである。 

 

◎ 事業所数は、５４１５事業所で、前年に比べ７２事業所減少（前年比△1.3％）した。 

 

◎ 従業者数は、２０万３５３７人で、前年に比べ１０９２人減少（同△0.5％）した。 

 

◎ 製造品出荷額等は、５兆９１４３億円で、前年に比べ２４６億円増加（同 0.4％）した。 

 

◎ 付加価値額は、２兆２５３億円で、前年に比べ８１４億円減少（同△3.9％）した。 

 

※ 従業者４人以上の製造事業所について、集計・分析を行ったものである。 

※ 事業所数、従業者数は 2020年 6月 1日現在の数値、 

製造品出荷額等、付加価値額は 2019年 1年間の数値である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※2015（平成 27）年は、「平成 28年経済センサス－活動調査」の数値である。 

 

※過去の本調査結果やその他の統計資料は、県のホームページでご覧いただけます。 

トップ＞分類でさがす＞県政情報＞統計＞統計情報＞工業統計調査 

https://www.pref.gifu.lg.jp/page/10612.html 
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２ 事業所数（従業者４人以上） 

 

① 事業所数は５４１５事業所で、前年に比べ７２事業所減少（前年比△1.3％）している。

（表－１） 

② 産業別にみると、「金属製品製造業」が７１４事業所（構成比 13.2％）と最も多く、次いで

「窯業・土石製品製造業」が６９０事業所（同 12.7％）、「生産用機械器具製造業」が５５５

事業所（同 10.2％）となっている。（表－３） 

③ 従業者規模別にみると、従業者４～９人区分の事業所が１９３７事業所（構成比 35.8％）と

最も多く、次いで「１０～１９人」が１３９４事業所（同 25.7％）となっており、この２区分

で全体の６１．５％を占めている。（表－５） 

④ 圏域別にみると、岐阜圏域（構成比 27.4％）、中濃圏域（同 26.0％）、西濃圏域（同 20.4

％）、東濃圏域（同 19.8％）、飛騨圏域(同 6.5％)の順であった。（表－７） 

 

図－１ 主な産業別事業所数（従業者４人以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 産業別事業所数の構成（従業者４人以上） 
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３ 従業者数（従業者４人以上） 
 
① 従業者数は２０万３５３７人で、前年に比べ１０９２人減少（前年比△0.5％）している。

（表－１）  

② 産業別にみると、「輸送用機械器具製造業」が３万３８６６人（構成比 16.6％）と最も多く、

次いで「プラスチック製品製造業（別掲を除く）」が１万９４４３人（同 9.6％）、「金属製

品製造業」が１万９２５８人（同 9.5％）となっている。（表－３) 

③ 従業者規模別にみると、「１００～２９９人」が５万３２３５人（構成比 26.2％）と最も多

く、次いで「３０～９９人」が５万１９８２人（同 25.5％）となっており、この２区分で全体

の５１．７％を占めている。（表－５） 

④ 圏域別にみると、中濃圏域（構成比 28.6％）、岐阜圏域（同 25.4％）、西濃圏域（同 22.5

％）、東濃圏域（同 18.2％）、飛騨圏域(同 5.3％)の順であった。（表－７） 

 

図－３ 主な産業別従業者数（従業者４人以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ 産業別従業者数の構成（従業者４人以上） 
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４ 製造品出荷額等（従業者４人以上） 

 

① 製造品出荷額等は５兆９１４３億円で、前年に比べ２４６億円増加（前年比 0.4％）し

ている。（表－２） 

② 産業別に構成をみると、「輸送用機械器具製造業」が１兆１５７８億円（構成比 19.6％）と

最も多く、次いで「プラスチック製品製造業（別掲を除く）」が５３１３億円（同 9.0％）、

「生産用機械器具製造業」が５１１６億円（同 8.7％）となっている。（表－４） 

③ 圏域別にみると、中濃圏域が１兆７２３４億円（構成比 29.1％）、岐阜圏域が１兆４４２６

億円（同 24.4％）、西濃圏域が１兆４３２７億円（同 24.2％）、東濃圏域が１兆５０１億円

（同 17.8％）、飛騨圏域が２６５５億円(同 4.5％)の順であった。（表－８） 

 

図－５ 主な産業別製造品出荷額等（従業者４人以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－６ 産業別製造品出荷額等の構成（従業者４人以上） 
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５ 付加価値額（従業者４人以上） 

 

① 付加価値額（従業者４～２９人の事業所については粗付加価値額）は２兆２５３億円で、前

年に比べ８１４億円減少（前年比△3.9％）している。（表－２） 

② 産業別に構成をみると、「輸送用機械器具製造業」が２９３２億円（構成比 14.5％）と最も

多く、次いで「金属製品製造業」が１９７５億円（同 9.8％）、「プラスチック製品製造業

（別掲を除く）」が１８８１億円（同 9.3％)となっている。（表－４） 

③ 圏域別にみると、中濃圏域が５７５１億円（構成比 28.4％）、西濃圏域が５１５８億円（同

25.5％）、岐阜圏域が４７３３億円（同 23.4％）、東濃圏域が３４７７億円（同 17.2％）、

飛騨圏域が１１３４億円(同 5.6％)の順であった。（表－８） 

 

図－７ 主な産業別付加価値額（従業者４人以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－８ 産業別付加価値額の構成（従業者４人以上） 
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６ 圏域別にみた事業所数、従業者数、産業別製造品出荷額等（従業者４人以上) 
 

【岐阜圏域】 

  事業所数は１４８２事業所で、従業者数は５万１６５０人である。 

製造品出荷額等は１兆４４２６億円で、産業別に構成をみると、「輸送用機械器具製造業」が

５０３６億円（構成比 34.9％）と最も多く、次いで「食料品製造業」が１１９９億円（同 8.3

％）、「生産用機械器具製造業」が１０２６億円（同 7.1％）などとなっている。 

【西濃圏域】 

  事業所数は１１０２事業所で、従業者数は４万５７４１人である。 

製造品出荷額等は１兆４３２７億円で、産業別に構成をみると、「プラスチック製品製造業

（別掲を除く）」が２０９０億円（同 14.6％）と最も多く、次いで「輸送用機械器具製造業」が

１５０４億円（同 10.5％）、「電子部品・デバイス・電子回路製造業」が１３０８億円（構成比

9.1％）などとなっている。 

【中濃圏域】 

  事業所数は１４０８事業所で、従業者数は５万８２３１人である。 

製造品出荷額等は１兆７２３４億円で、産業別に構成をみると、「輸送用機械器具製造業」が

３１８１億円（構成比 18.5％）と最も多く、次いで「生産用機械器具製造業」が２４３２億円

（同 14.1％）、「金属製品製造業」が２２２７億円（同 12.9％）などとなっている。 

【東濃圏域】 

  事業所数は１０７３事業所で、従業者数は３万７１３４人である。 

製造品出荷額等は１兆５０１億円で、産業別に構成をみると｢輸送用機械器具製造業｣が 

１７７６億円（構成比 16.9％）と最も多く、次いで「窯業・土石製品製造業｣が１５９１億円

（同 15.2％)、「電気機械器具製造業」が１２９４億円（同 12.3％)などとなっている。 

【飛騨圏域】 

  事業所数は３５０事業所で、従業者数は１万７８１人である。 

製造品出荷額等は２６５５億円で、産業別に構成をみると、「化学工業」が６４６億円（構成

比 24.3％）と最も多く、次いで「家具・装備品製造業」が３６４億円（同 13.7％）、「食料品

製造業」が３２３億円（同 12.2％）などとなっている。 

（表－７，８） 

 

図－９ 圏域別製造品出荷額等（従業者４人以上） 
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図－１０ 製造品出荷額等の圏域別産業中分類別構成（従業者４人以上） 
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